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要約 

・ Yeo論文（DOI: 10.1177/2047487320915665）に対するレター 

・ 遠隔医療による心臓リハビリ（CR）に関する質の高いエビデンスが

ある （国際的な臨床試験は30以上実施されている）。 

・ 遠隔医療開始前に、臨床的ニーズ、患者関連ニーズ、そして提供

可能なテクノロジーの検討を要する。 

・ 電話、メール、 Short Message Service、モバイルアプリなど、それぞ

れに特徴がある。 

・ ビデオ会議は、リモートで運動を監視し、グループでの利用もでき

る（効率性の向上や体験の共有も期待される）。 

・ 患者は、WEBベースの情報リソースによる、エビデンスに基づく包

括的な CRの教育プログラム（オンライン運動ビデオ）も利用でき

る。 

・ COVID-19 パンデミック段階では、患者とスタッフ両者を感染から

守りつつ、二次予防や自己管理サポートを逸さないような遠隔医

療が検討されている。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？ 

・ 遠隔医療の臨床的エビデンスや費用対効果が明確になりつつあ

る。 

・ 日本での遠隔医療による CRの推進が期待される。 


